
■台湾：卸電力市場、2021年までに開設 

経済部（MOEA）は2014年2月24日、電力自由化計画の一環として、台湾電力公司（TAIPOWER）

が保有する主要発電所を株式会社化して民営化し、「電力調度中心」（ISO：独立送電系統運用会社）

を設立して、2021年までに卸電力市場を開設すると発表した。現在、「電業法」（電気事業法）の改定

作業が進められており、改定案は年内に国会に提出されることになっている。同部は、電力自由化の

次のステップとして「小売自由化」を計画している。 

 


